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　c一ペプチドには生物学的活性（「tないが，インスリ

ンと等モルで分泌されることから，血中のc－一ペプチ

ドを測定することにより，インスリンの分泌状態を推

定することが可能であると老えられる．一方血中IRI

お’よびc一ペプチドの濃度は，これらの分泌と代謝ク

リアランスによって決定される。今回われわれは高令

者における血中TRIお・よびc一ベブチドの関係を検討

することを目的とし，50GTT施行時の血　IRI拾よ

びc一ペプチドを測定した。

　方法：成人お・よび高令者に50GT’rを行ない，負荷

前および負荷後30分，60分，ユ20分（180分）に採血

を行なったサンプルより血糖値，lRI，C一ペプチド

を測定した。インスリン，c一ペプチドは二抗体法に

より測定した。糖尿病学会のブドウ糖負荷試験の判定

基準についての勧告値に従って，血糖曲線を正常域群，

境界域群，糖尿病域群に分けて検討した。

　結果：り正常域群にお・いては，血糖，IRIともにブ

ドウ糖負荷後30分にピークに達し（血糖131±8．4ngdl，

IRI，52．3士18．5μt〆屍），C一ペプチドは60分後にピ

ー クを示し（7．02±3．38nY／／ne），120分後には4．48±

1．8　？．　n9／meと低下した。境界域群には，いろいろ％反

応曲線が見られるが平均すると．血糖，TRTともに

60分後にピークに達し，120分後には低下した。C一

ベブチドも60分後にピーク値を示したが，120分後に

低下しなかった。糖尿病域群ではlRTは60分後にピ

ー クを示すものと．120分でも未だ増加しているもの

が認められ，c一ペプチドは60分値に比Ll20分後

に低下したものはなく，不変ないし増加を示した。

rl）負荷前のインスリン値およびC一ペプチド値と負荷

後30分ないし60分の値の差を求め△IRIおよび△

IRaPとして比較した。正常域群においては30分後の

△IRIと△IRCPは良い相関を示した（r＝O．863）。糖

尿病域群では両値とも低値を示すものとかなり分泌を

見るものが昇1られた。60分後の△Htlと△IM〕Pにつ

いては，正常域群では全く相関なく．逆に境界域群，

糖尿病域群では，ある程度の相関が見られた。

　考按：⊥記結果は主として65才以下の成人の50（」

TTについて得られたものである。現在高令老につい

て検討を行なっている。c一ペプチド，IRIの反応曲

線の分析はインスリン分泌と代謝について示唆を与え

るものと考えられる。

　放射性カルシウム（47Ca）を4日齢マウスに投与し，

2日後その頭蓋骨をとり出し，5％CO2インキュベー
ター中にて組織培養し，種々のホルモン，物質を加え，

培養液中への放射性カルシウムの放出を測定することに

より，諸々の骨吸収因子の骨に対する作用を検討した。

　ウシPTH，1αOHD3，250HD　3，1－25（OH）2D3，

プロスタグランディンE1，　E2，はすべて，培養液中へ

の47Caの放出の増加を示した。これ等物質の最低検

出濃度は，この系において，PTHで10ng／ml，　1α

OHD3及び250　OHD，で100　ng／ml，1－25（OH）2D3
で1P9／ml，プロスタグランディンE，，　E2で10ng／m1

であった。それ等物質は，すべてD・se－Resp・nseを示し，

本法により，血中1－25（OH）2D，の測定が可能であっ

た。

　また，カルチトニンは，0．001U／mlの濃度で，

PTH，1－25（OH）2D3，　プロスタグランディンE，，

E2の骨溶解作用を，ある程度抑制した。また，カル

チトニンの種による差（ウナギ，ブタ，サケ）は認め

られなかった。　PTH，プロスタグランディンE，，

E2では，培養液中の放射性カルシウムの変化に先だっ

て培養液中にC－AMPの増加がみられたが，このため
には，それぞれ大量が必要であり，47　Caの動きの方

が鋭敏であった。

　一方，本系を用い，高カルシウム血症をきたした肺

癌例，白血病例において，その腫瘍細胞とともに培養

し，　47Caの培養液中への放出を検討したところ，と

もにコントロール（他のCell－line　CeLl）に比し，47Ca

の放出の増加をみた。前者の肺癌例ではトPTHが検

出されず，従って何らかの，別の骨溶解因子の存在が

示唆された。

　本法は，骨に対する諸々の物質，ホルモンの作用を

検討するのに有用であり，また，in　Vit・・Bi・assayにも

用いることができると考えられた。
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